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一
五
五
八
年
一
一
月
一
七
日
払
暁
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
女
王
の
メ
ア
リ
｜
世
（
在
位
一
五
五
三
～
五
八
年
）
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
れ
を
待

っ
て
い
た
か
の
ど
と
く
、
そ
の
わ
ず
か
六
時
間
後
、
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
に
参
集
し
た
貴
族
院
・
庶
民
院
は
一
団
と
な
っ
て
正
式
に
メ
ア
リ

の
異
母
妹
の
女
王
即
位
宣
言
を
発
表
し
た
。
国
中
が
こ
の
若
い
新
女
王
の
即
位
に
沸
い
た
。
美
し
く
、
聡
明
で
、
凛
と
し
た
姿
は
ま
さ
に

王
者
の
ご
と
く
堂
々
と
し
た
、
二
五
歳
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
誕
生
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
運
命
の
悪
戯
に

翻
弄
さ
れ
て
き
た
と
い
う
べ
き
か
、
私
生
児
、
王
位
継
承
者
、
反
逆
者
、
途
方
も
な
く
膨
大
な
財
産
の
相
続
者
、
ロ
ン
ド
ン
塔
の
囚
人
と

い
っ
た
波
乱
万
丈
野
の
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
の
だ
っ
た
。
翌
年
一
月
一
五
日
に
挙
行
さ
れ
た
戴
冠
式
の
一
週
間
後
の
議
会
に
初
め
て
臨

席
し
た
女
王
が
一
日
も
早
く
結
婚
を
と
い
う
嘆
願
書
に
対
し
て
、
「
「
こ
の
女
王
は
こ
の
よ
う
な
時
代
を
治
め
た
の
で
、
未
婚
の
処
女
と
し

て
死
ん
だ
』
と
大
理
石
に
刻
ん
で
も
ら
え
れ
ば
、
私
に
と
っ
て
思
い
残
す
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
宣
言
し
た
た
め
に
、
｜
拳
に
国
民

折
し
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
父
親
の
ヘ
ン
リ
ー
八
世
が
創
設
し
た
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
と
旧
来
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
宗
教
紛
争
の
た
め

に
分
裂
し
、
対
外
的
に
は
海
峡
の
対
岸
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
宝
石
」
カ
レ
ー
を
フ
ラ
ン
ス
に
む
し
り
取
ら
れ
大
陸
に
足
場
を
失
い
、

し
か
も
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
ニ
大
国
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
首
根
っ
こ
を
押
さ
え
こ
む
機
会
を
伺
っ
て
い
る
、
ま
さ
に
厳

て
死
ん
だ
』
と
大
理
石
に
刻
，

の
希
望
の
星
と
な
っ
た
の
だ
。

サ
ー
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
（
一
五
三
○
？
’
九
○
）

エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
秘
密
情
報
部
の
父
」

川

成
洋
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ダ
リ
ア
で
は
、
ス
パ
，

的
研
究
に
没
頭
す
る
。

ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
王
室
法
廷
弁
謹
士
を
父
に
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
の
熱
烈
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
旧
家
に
生
ま
れ
た
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
は
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
で
法
律
学
を
専
攻
し
、
’
五
五
二
年
に
卒
業
す
る
。
卒
業
と
同
時
に
法
曹
界
の
登
竜
門
の
一

つ
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
の
グ
レ
イ
ズ
・
イ
ン
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
入
学
す
る
が
、
弁
護
士
の
夢
を
捨
て
て
、
メ
ア
リ
女
王
の
カ
ト
リ
ッ
ク

体
制
に
反
対
す
る
た
め
に
大
陸
に
渡
る
。
抜
群
の
語
学
力
を
生
か
し
て
、
都
合
六
年
間
、
主
に
イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
に
逗
留
す
る
。
イ

タ
リ
ア
で
は
、
ス
パ
イ
専
用
の
秘
密
文
書
の
書
き
方
を
改
良
し
て
い
る
数
人
の
貴
族
か
ら
の
知
遇
を
受
け
、
記
号
と
暗
号
の
解
読
と
実
践

小
柄
で
、
眼
の
鋭
い
青
年
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
南
欧
的
な
感
じ
の
す
る
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
も
そ
の
ひ
と
り
だ
っ

た
。
だ
が
、
彼
の
大
陸
で
の
生
活
は
他
の
亡
命
者
た
ち
と
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
ひ
っ
そ
り
と
目
立
た
ぬ
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
た
の
で
は

な
く
、
若
者
特
有
の
野
心
と
言
う
べ
き
か
、
帰
国
後
の
自
分
の
目
標
を
ぴ
た
り
と
見
定
め
、
そ
の
た
め
に
日
夜
専
念
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

彼
は
敬
虐
な
と
い
う
よ
り
は
、
過
激
な
国
教
徒
で
あ
っ
た
。

し
い
内
憂
外
患
に
晒
さ
れ
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
と
い
う
べ
き
か
、
彼
女
に
は
他
人
の
特
徴
を
素
早
く
見
抜
く
慧
眼
、

彼
女
の
た
め
に
す
す
ん
で
献
身
し
た
い
と
思
わ
せ
る
女
性
ら
し
さ
、
つ
ま
り
稀
有
な
ほ
ど
優
れ
た
人
心
掌
握
術
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。

宗
教
上
の
理
由
の
た
め
に
大
陸
で
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
間
に
は
か
な
り
前
か
ら
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
即
位
待
望
論
も

あ
っ
た
。
彼
女
の
異
母
義
姉
の
メ
ア
リ
一
世
が
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
（
ス
ペ
イ
ン
王
カ
ル
ロ
ス
｜
世
、
た
だ
し
ス
ペ
イ

ン
で
は
、
「
カ
ル
ロ
ス
五
世
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
の
長
男
フ
ェ
リ
ペ
と
結
婚
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
擁
護
の
た
め
に
国
教
徒
に
対
し
て
「
流

血
の
メ
ア
リ
」
と
い
う
異
名
を
頂
戴
す
る
ほ
ど
の
苛
酷
な
弾
圧
を
続
け
た
か
ら
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
命
か
ら
が
ら
国
外
に
脱
出
し
た

「
メ
ア
リ
女
王
時
代
の
亡
命
者
」
た
ち
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
登
位
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
大
陸
の
蟄
居
先

か
ら
意
気
揚
々
と
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 
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三
年
の
在
勤
後
の
一
五
七
三
年
に
帰
国
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
詔
勅
を
受
け
て
ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
国
家
レ
ベ
ル
の
総
合
的
な
情
報
機

関
を
創
設
し
、
そ
の
責
任
者
に
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
自
身
が
就
任
し
た
。
直
ち
に
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ス
ペ
イ
ン
、
ト
ル
コ
な
ど
に
密
か
に
腹
心
の
ス
パ
イ
を
送
り
込
み
、
ス
パ
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。
そ
の
数
は
約
七
○
人
に
及

ん
だ
。
国
外
に
い
る
自
国
の
外
交
官
全
員
を
、
そ
の
忠
誠
心
が
完
全
に
証
明
さ
れ
る
ま
で
監
視
す
る
た
め
だ
っ
た
。
こ
の
ス
パ
イ
・
ネ
ッ

一
世
、
ド
イ
ツ
〈

事
件
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
中
、
イ
ギ
リ
ス
人
と
し
て
は
細
身
で
あ
り
、
皮
闘
が
黒
く
、
彫
の
深
い
顔
だ
っ
た
た
め
に
、
し
か
も
同
胞
と
余
り
交

わ
ら
な
か
っ
た
の
で
、
イ
タ
リ
ア
人
と
よ
く
間
違
わ
れ
、
逆
に
こ
れ
を
最
大
限
に
利
用
し
た
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
は
、
時
に
は
イ
タ
リ
ア
人

の
よ
う
に
振
る
舞
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
陰
謀
関
係
者
と
接
触
し
、
そ
の
筋
の
人
脈
と
技
術
を
身
に
つ
け
た
。
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
で
密
か

に
進
行
し
て
い
る
イ
エ
ズ
ス
会
支
援
の
反
エ
リ
ザ
ベ
ス
陰
謀
の
動
き
を
逐
一
本
国
の
首
席
国
務
大
臣
で
あ
り
、
若
手
高
官
の
ナ
ン
バ
ー
・

ワ
ン
で
あ
る
、
当
時
三
八
歳
の
バ
ー
リ
ー
卿
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
セ
シ
ル
に
報
告
し
て
い
た
。

一
五
五
八
年
、
晴
れ
て
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し
、
今
ま
で
の
復
讐
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
へ
の
迫
害
に
積
極
的
に
荷
担
す
る
。
こ
れ
が

エ
リ
ザ
ベ
ス
の
篤
い
信
頼
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
り
、
バ
ー
リ
ー
卿
の
推
輸
で
六
九
年
に
内
務
省
付
秘
密
情
報
部
の
責
任
者
に
任
命
さ
れ

る
。
翌
年
に
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
暗
躍
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
ス
パ
イ
を
統
括
し
、
陰
謀
活
動
の
全
権
を
掌
握
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス

大
使
に
抜
擢
さ
れ
る
。
よ
う
や
く
四
○
歳
に
手
が
届
く
頃
で
あ
っ
た
。
パ
リ
に
駐
在
中
の
七
二
年
八
月
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
普
及
を
恐

れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
側
が
約
五
万
も
の
ユ
グ
ノ
ー
派
新
教
徒
を
虐
殺
し
た
「
聖
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
事
件
」
を
実
際
に
見
聞
し
て
、
カ
ト
リ
ッ

ク
に
対
す
る
不
信
と
憎
悪
を
一
層
つ
の
ら
せ
る
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
ア
ン
リ
ー
ニ
世
の
后
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
が
メ
ア

リ
一
世
の
伯
父
ギ
ー
ズ
公
と
図
っ
て
起
こ
し
た
大
虐
殺
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
カ
ト
リ
ッ
ク
側
に
は
、
か
つ
て
の
メ
ア
リ
一
世
の
夫

で
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ェ
リ
ペ
一
一
世
、
ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
三
世
が
そ
の
背
後
に
控
え
、
ユ
グ
ノ
ー
側
に
は
エ
リ
ザ
ベ
ス

一
世
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
侯
の
期
待
が
か
か
っ
て
い
た
。
宗
教
的
不
寛
容
の
象
徴
と
し
て
後
世
に
そ
の
名
を
留
め
る
不
幸
な
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ト
ワ
ー
ク
は
ほ
と
ん
ど
彼
の
個
人
的
な
資
金
で
賄
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。
「
情
報
に
は
い
く
ら
金
を
払
っ
て
も
高
す
ぎ
る
こ
と
は
な
ど
が
、

彼
の
持
論
で
あ
っ
た
。
七
五
年
、
国
務
大
臣
と
な
り
、
七
七
年
、
ナ
イ
ト
爵
に
叙
爵
さ
れ
、
「
サ
ー
」
の
称
号
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
大
蔵
卿
、
枢
密
院
議
員
な
ど
に
推
挙
さ
れ
、
と
ん
と
ん
拍
子
に
出
世
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
国
政
上
の
重
責
に
就
き
、
ま
さ
に
寝
食
を
忘
れ
て
仕
事
に
励
む
が
、
彼
の
真
骨
頂
は
、
な
ん
と
い
て
も
、
部
下
の
ス
パ
イ

に
い
ろ
い
ろ
と
指
令
す
る
ス
パ
ィ
マ
ス
タ
ー
、
ま
た
彼
自
ら
が
そ
の
黒
幕
と
し
て
行
う
陰
謀
や
策
略
と
い
っ
た
ス
パ
イ
活
動
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
ろ
う
。
例
え
ば
、
一
五
八
三
年
、
駐
仏
大
使
の
サ
ー
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
が
ス
ペ
イ
ン
か
ら
ス
パ
イ
の
報
酬
を
受

け
取
っ
て
い
た
と
い
う
噂
を
耳
に
し
、
ロ
ジ
ャ
ー
ス
と
い
う
信
頼
で
き
る
懐
刀
を
ス
パ
イ
と
し
て
パ
リ
に
送
り
込
む
。
彼
の
情
報
か
ら
判

断
す
る
と
、
や
は
り
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
大
使
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
ス
パ
イ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
だ
が
、
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
は
駐
仏
大

使
を
そ
の
ま
ま
泳
が
せ
て
お
き
、
本
国
か
ら
虚
偽
の
情
報
を
流
し
つ
づ
け
る
。
こ
の
情
報
が
駐
仏
大
使
を
経
由
し
て
そ
っ
く
り
ス
ペ
イ
ン

に
渡
り
、
し
か
も
彼
か
ら
ス
ペ
イ
ン
の
情
報
を
入
手
す
る
。
つ
ま
り
、
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
大
使
の
方
は
ま
っ
た
く
気
づ
か
な
い
が
「
二
重

ス
パ
イ
」
に
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
は
宿
敵
ス
ペ
イ
ン
の
動
静
を
把
握
で
き
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
に
も
頭
痛
の
種
が
二
つ
あ
っ
た
。
独
身
の
彼
女
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
か
ら
お
び
た
だ
し
い
数
の
求
婚

者
が
名
乗
り
を
あ
げ
た
。
た
と
え
ば
、
メ
ア
リ
の
夫
だ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
。
彼
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
化

を
防
止
す
る
た
め
に
幟
牲
的
精
神
で
結
婚
し
よ
う
と
決
め
て
い
た
が
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
実
際
に
会
っ
た
こ
と
の
な
い
男
性
と
結
婚
す
る
わ

け
に
い
か
な
い
と
拒
否
す
る
。
他
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
の
次
男
、
フ
ラ
ン
ス
王
ア
ン
リ
ー
三
世
の
弟
ア
ラ
ン

ソ
ン
公
な
ど
で
あ
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
女
王
の
伴
侶
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
彼
ら
の
生
活
を
厳
密
に

調
べ
上
げ
た
の
も
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
で
あ
っ
た
。
結
局
、
彼
の
評
価
は
お
し
な
べ
て
「
不
可
」
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教

徒
と
の
結
婚
は
論
外
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
「
栄
琶
光
の
処
女
王
」
と
し
て
甘
ん
じ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

も
う
一
つ
の
頭
痛
の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
。
元
フ
ラ
ン
ス
王
妃
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
女
王
に
し
て
、
敬
度
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
メ

、
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は
メ
ア
リ
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
で
あ
っ
た
。
翌
八
一

ビ
ー
シ
ャ
ー
の
チ
ャ
ー
ト
リ
城
に
幽
閉
さ
れ
る
。

一
五
八
四
年
に
議
会
で
成
立
し
た
「
女
王
の
身
辺
の
安
全
保
障
に
関
す
る
法
」
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
女
王
に
対
す
る
陰
謀
を
働
い

た
不
届
き
者
は
、
王
家
が
任
命
す
る
二
四
人
の
陪
審
員
か
ら
な
る
法
廷
で
裁
判
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
法
案
の
真
の
狙
い

は
メ
ア
リ
・
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
翌
八
五
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
直
前
に
、
さ
し
た
る
理
由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
メ
ア
リ
は
ダ

の
後
、
ス
ロ
ッ
ト
モ
ー
・

論
文
、
海
外
で
印
刷
さ
」

図
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。

メ
ア
リ
の
救
出
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
暗
殺
、
さ
ら
に
ス
ペ
イ
ン
軍
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
襲
撃
を
筋
書
き
と
す
る
陰
謀
に
二
五
歳
の
青
年
貴
族

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
バ
ビ
ン
ト
ン
（
一
五
六
一
～
八
六
年
）
が
関
与
し
て
い
た
。
彼
の
家
系
は
、
代
々
続
く
カ
ト
リ
ッ
ク
の
地
主
階
級
で
、
（

一
五
八
二
年
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
駐
在
ス
ペ
イ
ン
大
使
ド
ン
・
ナ
ル
デ
ィ
ノ
・
メ
ン
ド
サ
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
メ
ア
リ
女
王
に
密
者
フ

ラ
ン
シ
ス
・
ス
ロ
ッ
ク
モ
ー
ト
ン
を
派
遣
し
た
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
境
で
捕
ら
え
ら
れ
た
。
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
は
そ
の
密
書
を
読
ん

だ
後
に
こ
れ
を
元
通
り
に
封
印
し
て
彼
を
釈
放
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
に
尾
行
を
つ
け
、
ま
ん
ま
と
メ
ア
リ
か
ら
の
返
書
も
入
手
し
た
。

こ
れ
で
、
メ
ア
リ
の
手
練
手
管
を
把
握
で
き
、
ス
ロ
ッ
ク
モ
ー
ト
ン
だ
け
を
ロ
ン
ド
ン
塔
の
地
下
牢
で
密
か
に
処
刑
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
後
、
ス
ロ
ッ
ト
モ
ー
ト
ン
の
自
宅
を
捜
索
す
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
女
王
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
位
を
継
ぐ
権
利
を
擁
護
す
る
多
数
の

論
文
、
海
外
で
印
刷
さ
れ
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
誹
誘
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
数
冊
、
外
国
の
軍
隊
の
上
陸
可
能
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
港
湾
の
平
面

ア
リ
・
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト
（
一
五
四
二
～
八
七
年
）
と
の
確
執
で
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
ヘ
ン
リ
ー
七
世
の
孫
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
正
当

な
王
位
継
承
者
で
あ
っ
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
は
ロ
ー
マ
教
皇
ピ
ウ
ス
五
世
に
よ
っ
て
「
偽
り
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
女
王
」
と
断
罪
さ

れ
、
そ
の
挙
句
仁
破
門
さ
れ
た
た
め
、
次
の
教
皇
で
新
教
徒
の
弾
圧
で
有
名
な
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
三
世
は
メ
ア
リ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
位

継
承
権
の
要
求
を
断
固
と
し
て
支
持
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
両
者
の
間
の
新
・
旧
キ
リ
ス
ト
教
の
激
烈
な
対
立
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ロ
ー
マ

教
皇
も
絡
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
こ
の
二
人
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
王
座
を
争
う
単
な
る
ラ
イ
バ
ル
で
は
な
く
、
す
で

に
不
倶
戴
天
の
敵
同
士
に
な
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
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ビ
ン
ト
ン
自
身
も
メ
ア
リ
女
王
の
小
姓
を
勤
め
、
や
が
て
ロ
ン
ド
ン
で
同
志
と
語
ら
っ
て
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
援
助
し
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス

に
赴
き
「
打
倒
エ
リ
ザ
ベ
ス
」
を
標
傍
す
る
陰
謀
家
た
ち
と
接
触
し
て
い
た
。
こ
の
計
画
の
黒
幕
は
、
ジ
ョ
ン
・
バ
ラ
ー
ド
と
い
う
カ
ト

リ
ッ
ク
神
父
だ
っ
た
。
バ
ビ
ン
ト
ン
は
単
な
る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
チ
ャ
ー
ト
リ
城
の
近
く
に
ビ
ー
ル
エ

場
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
城
へ
毎
週
ビ
ー
ル
が
一
樽
搬
入
さ
れ
て
い
た
。
メ
ア
リ
と
バ
ビ
ン
ト
ン
と
の
暗
号
伝
言
（
後
に
「
ロ
イ
ヤ
ル
・

サ
イ
フ
ァ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
）
は
、
防
水
性
の
袋
（
お
そ
ら
く
動
物
の
膀
胱
だ
ろ
う
）
で
保
護
さ
れ
、
ビ
ー
ル
樽
に
入
れ
ら
れ
て
定
期
的

に
運
ば
れ
た
。
当
然
、
メ
ア
リ
の
支
持
者
に
な
り
す
ま
し
た
二
重
ス
パ
イ
、
ジ
フ
ォ
ー
ド
を
城
の
中
へ
遣
わ
し
た
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
は
、

彼
が
密
か
に
ビ
ー
ル
樽
か
ら
ぬ
き
取
っ
た
伝
言
と
樽
に
入
れ
る
前
の
彼
女
の
手
紙
も
解
読
し
た
が
、
メ
ア
リ
の
伝
言
に
は
自
分
の
救
助
の

た
め
に
ス
ペ
イ
ン
軍
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
侵
攻
を
要
請
し
て
い
る
だ
け
で
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
暗
殺
計
画
な
ど
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
は
、
ジ
フ
ォ
ー
ド
を
使
っ
て
バ
ビ
ン
ト
ン
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
暗
殺
計
画
を
メ
ア
リ
に
知
ら
せ
て
了
解
を
取
っ
た

ら
ど
う
か
と
そ
そ
の
か
さ
せ
た
。
こ
れ
が
重
大
な
罠
だ
と
は
露
知
ら
ず
に
好
機
到
来
と
見
た
バ
ビ
ン
ト
ン
は
嬉
々
と
し
て
、
用
意
周
到
な

暗
殺
計
画
の
全
貌
を
メ
ア
リ
に
伝
え
る
。
と
い
う
か
、
こ
の
重
大
な
陰
謀
の
中
で
自
分
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
る
か
、
女

王
に
知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
だ
。
さ
ら
に
こ
の
計
画
が
成
功
す
る
と
確
信
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
無
邪
気
に
も
、
彼
は
五
人
の
仲

間
と
一
緒
に
並
ん
だ
肖
像
画
ｌ
「
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を
負
っ
た
教
皇
の
白
い
息
子
た
ち
」
ｌ
を
描
か
せ
た
．

バ
ビ
ン
ト
ン
が
メ
ア
リ
に
伝
え
た
内
容
は
、
ス
ペ
イ
ン
軍
を
主
力
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
軍
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
侵
攻
、
国
内
各
地
で
の
カ

ト
リ
ッ
ク
勢
力
の
一
斉
武
装
蜂
起
、
「
六
人
の
気
高
い
紳
士
」
に
よ
る
メ
ア
リ
の
救
出
、
蕊
奪
者
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
追
放
な
ど
、
実
に
荒
唐

無
稽
な
も
の
で
あ
っ
た
。
メ
ア
リ
か
ら
の
返
事
が
例
の
樽
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
届
け
ら
れ
た
。
「
六
人
の
気
高
い
青
年
貴
族
が
こ
の
計
画

を
遂
行
し
た
ら
、
私
を
直
ち
に
こ
こ
か
ら
救
出
し
て
く
だ
さ
い
。
・
・
・
」
と
あ
っ
た
。
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
は
つ
い
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
暗

殺
計
画
に
同
意
し
た
メ
ア
リ
の
伝
言
を
握
っ
た
の
だ
っ
た
。
彼
が
雇
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ポ
ウ
リ
ー
は
、
以
前
か
ら
メ
ア
リ
女
王
救
出
に
腐

心
し
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
陰
謀
団
に
加
わ
り
、
彼
ら
の
動
静
を
探
り
な
が
ら
、
バ
ビ
ン
ト
ン
に
接
近
し
、
つ
い
に
一
五
八
六
年
八
月
、
彼
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を
自
宅
の
食
事
に
招
待
す
る
ほ
ど
の
間
柄
に
な
っ
た
。
当
然
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
通
り
当
局
の
追
っ
手
が
急
襲
す
る
が
、
そ
の
家
は
も

ぬ
け
の
殻
に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
追
っ
手
は
追
跡
を
緩
め
な
か
っ
た
。
二
日
後
、
ジ
ョ
ン
・
バ
ラ
ー
ド
神
父
が
逮
捕
さ
れ
、
髪
を
切
り

落
と
し
胡
桃
の
樹
液
を
肌
に
塗
っ
て
変
装
し
た
バ
ビ
ン
ト
ン
も
そ
の
一
○
日
後
、
空
腹
の
た
め
友
人
宅
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
逮
縛
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
バ
ビ
ン
ト
ン
を
首
謀
者
と
す
る
陰
謀
グ
ル
ー
プ
は
一
網
打
尽
に
捕
ら
え
ら
れ
、
お
そ
ろ
し
い
拷
問
台
が
待
ち
う
け
て
い
る
ロ

ン
ド
ン
塔
に
投
げ
込
ま
れ
た
の
だ
っ
た
。
バ
ビ
ン
ト
ン
は
穏
や
か
な
顔
つ
き
で
、
陰
謀
の
中
の
自
分
の
役
割
を
す
ら
す
ら
と
自
供
し
、
陰

謀
全
体
を
バ
ラ
ー
ド
神
父
仁
な
す
り
付
け
た
の
だ
っ
た
。
九
月
二
○
日
、
神
父
を
加
え
た
七
人
の
陰
謀
者
が
ロ
ン
ド
ン
塔
か
ら
市
民
の
罵

倒
を
浴
び
な
が
ら
セ
ン
ト
・
ジ
ャ
ィ
ル
ズ
広
場
へ
引
っ
立
て
ら
れ
た
。
最
初
の
処
刑
は
バ
ラ
ー
ド
神
父
で
あ
っ
た
。
彼
は
苛
酷
な
拷
問
の

た
め
に
今
や
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
ひ
と
り
ず
つ
首
に
ロ
ー
プ
が
か
け
ら
れ
た
。
最
後
の
バ
ビ
ン
ト
ン
は
「
主
な
る
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
ょ
、
我
ら
を
お
許
し
絵
え
」
と
ラ
テ
ン
語
で
叫
ん
で
絶
命
し
た
。
全
員
の
首
に
掛
け
ら
れ
た
ロ
ー
プ
が
切
り
落
と
さ
れ
、

彼
ら
の
性
器
が
狭
り
取
ら
れ
、
群
集
の
前
に
高
々
と
掲
げ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
暗
殺
計
画
に
同
意
し
た
メ

ア
リ
も
螺
綱
の
身
と
な
る
。
メ
ア
リ
の
裁
判
は
、
一
○
月
一
五
日
、
ノ
ー
サ
ン
プ
シ
ャ
ー
の
フ
ォ
ザ
リ
ン
ゲ
イ
城
内
の
、
総
勢
二
三
○
人

を
越
え
る
枢
密
院
議
員
、
爵
位
貴
族
、
判
事
ら
か
ら
な
る
特
設
法
廷
で
開
始
さ
れ
た
。
果
た
せ
る
な
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
と
い
っ
た

カ
ト
リ
ッ
ク
列
強
か
ら
直
ち
に
中
止
せ
よ
と
い
っ
た
圧
力
が
か
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
仇
と
な
っ
て
か
、
死
刑
が
宣
告
さ
れ
た
。
そ
の
ニ

ュ
ー
ス
は
直
ち
に
ロ
ン
ド
ン
市
内
に
広
ま
り
、
街
路
に
は
か
が
り
火
が
炊
か
れ
、
尖
塔
か
ら
尖
塔
へ
と
鐘
が
鳴
り
響
い
た
。

さ
す
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
も
、
メ
ア
リ
・
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト
の
死
刑
執
行
の
公
文
書
に
署
名
す
る
の
を
た
め
ら
っ
た
が
、
’
五
八
七
年
二

月
一
日
、
急
避
一
○
人
の
国
家
諮
問
会
議
が
招
集
さ
れ
、
こ
の
会
議
が
責
任
を
負
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
王
が
署
名
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
署
名
さ
れ
た
公
文
書
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
に
よ
っ
て
無
造
作
に
も
床
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
一
週
間
後
の
二
月
八
日
、

メ
ア
リ
は
「
私
が
立
派
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
し
て
帰
天
し
た
と
、
友
人
た
ち
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
、
側
近
の
メ
ル
ヴ
ィ
ル
に
命
じ
、

同
じ
フ
ォ
ザ
リ
ン
ゲ
ィ
城
の
大
広
間
に
即
席
に
作
ら
れ
た
断
頭
台
で
、
居
並
ぶ
貴
族
た
ち
の
目
の
前
で
処
刑
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
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イ
ギ
リ
ス
の
陰
謀
史
に
残
る
悪
名
高
い
「
バ
ビ
ン
ト
ン
・
プ
ロ
ッ
ト
」
の
顛
末
で
あ
る
。

こ
れ
の
唯
一
の
立
役
者
で
あ
る
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
は
、
良
心
の
呵
責
の
た
め
か
、
そ
れ
と
も
肝
が
座
っ
て
い
な
い
の
か
、
メ
ア
リ
の
処

刑
に
立
ち
会
わ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
メ
ア
リ
の
死
体
か
ら
衣
服
を
脱
が
せ
て
、
そ
れ
を
ず
た
ず
た
に
切
り
裂
き
、
さ

ら
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
を
示
す
一
切
合
財
を
残
し
て
は
な
ら
な
い
、
外
科
医
に
遺
体
の
防
腐
保
存
処
置
を
施
し
、
墓
泥
棒
か
ら
守
る
た
め

に
鉛
の
裏
打
ち
を
し
た
棺
の
中
に
遺
体
を
お
さ
め
る
よ
う
厳
命
し
た
の
は
、
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
で
あ
っ
た
。

こ
の
メ
ア
リ
の
処
刑
が
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
国
の
憤
繊
を
引
き
起
こ
し
、
翌
年
の
一
五
八
八
年
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
体
制
の
筆
頭
国
で
あ

り
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
を
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
で
統
一
す
る
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
擁
護
者
」
を
任
ず
る
ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
は
、

「
神
に
も
人
に
も
憎
ま
れ
た
女
」
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
断
罪
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
制
圧
の
た
め
に
「
無
敵
艦
隊
」
（
ち
な
み
に
、
こ
の
名
称
は

イ
ギ
リ
ス
側
が
付
け
た
の
で
あ
っ
て
、
当
の
ス
ペ
イ
ン
で
は
単
に
「
大
艦
隊
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
の
遠
征
に
踏
み
切
っ
た
。
確
か
に

ス
ペ
イ
ン
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
関
係
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
統
一
を
果
た
し
た
イ
サ
ベ
ル
一
世
と
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
ニ
世
の
「
カ
ト
リ
ッ
ク
両

王
」
の
三
女
、
カ
タ
リ
ー
ナ
・
デ
・
ア
ラ
ゴ
ン
（
英
語
名
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
オ
ブ
・
ア
ラ
ゴ
ン
）
が
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
妃
と
な
る
と
い

っ
た
友
好
的
な
関
係
だ
っ
た
が
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
即
位
以
降
、
し
だ
い
に
カ
ブ
リ
海
で
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
海
賊
船
が
ス
ペ
イ
ン
の

独
占
的
な
植
民
地
体
制
を
脅
か
す
よ
う
に
な
り
、
ま
た
フ
ラ
ン
ド
ル
の
反
ス
ペ
イ
ン
闘
争
を
積
極
的
に
支
援
す
る
な
ど
、
悪
化
の
一
途
を

辿
っ
て
い
た
。
そ
の
挙
句
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
再
興
の
切
り
札
で
あ
っ
た
メ
ア
リ
・
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト
の
理
不
尽

な
処
刑
。
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
征
伐
の
決
断
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。

ス
ペ
イ
ン
の
こ
の
動
き
を
事
前
に
察
知
し
た
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
は
、
亡
命
中
に
培
っ
た
自
ら
の
個
人
的
な
ス
パ
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
列
強
、
さ
ら
に
ロ
ー
マ
教
皇
庁
、
あ
ろ
う
こ
と
か
ス
ペ
イ
ン
の
宮
廷
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
ま
た
フ
ェ
リ
ペ

ニ
世
の
財
政
面
で
の
援
助
を
断
念
す
る
よ
う
ジ
ェ
ノ
バ
の
金
融
業
者
た
ち
を
そ
そ
の
か
し
た
。
そ
の
う
え
高
額
で
フ
ラ
マ
ン
人
（
現
在
で

も
氏
名
は
不
詳
だ
）
を
雇
い
入
れ
、
無
敵
艦
隊
司
令
官
、
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
侯
爵
が
国
王
に
手
わ
た
し
た
全
陣
容
の
写
し
を
入
手
さ
せ
た
。
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こ
う
し
て
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
二
度
の
危
機
を
見
事
に
勝
利
に
変
え
た
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
秘
密
情

報
機
関
を
私
費
で
賄
っ
て
い
た
。
彼
は
自
分
が
創
設
し
た
情
報
部
を
何
と
か
維
持
し
て
い
た
た
め
に
破
産
し
て
し
ま
っ
た
が
、
エ
リ
ザ
ベ

ス
女
王
は
肌
の
黒
い
彼
を
「
私
の
モ
ー
ロ
人
」
と
親
愛
の
情
を
込
め
て
呼
ん
で
い
た
も
の
の
、
財
政
的
な
援
助
は
一
切
し
な
か
っ
た
。

す
で
に
高
官
た
ち
は
賄
賂
や
脱
税
な
ど
で
私
腹
を
増
や
し
て
い
た
。
彼
は
こ
う
し
た
こ
と
に
一
切
手
を
染
め
ず
、
た
だ
女
王
か
ら
の
下
賜

当
時
の
ス
ペ
イ
ン
王
室
の
歳
入
全
額
を
投
じ
て
リ
ス
ボ
ン
港
で
編
成
さ
れ
た
戦
艦
六
八
隻
を
含
む
、
約
一
三
○
隻
の
「
無
敵
艦
隊
」
に

は
、
陸
海
軍
あ
わ
せ
て
約
三
万
も
の
将
兵
、
そ
れ
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
ロ
ー
マ
教
皇
の
下
に
取
り
戻
す
た
め
に
、
一
八
○
人
の
神
父
や
修

道
士
な
ど
の
聖
職
者
が
乗
り
込
ん
だ
。
停
泊
地
の
ラ
・
コ
ル
ー
ニ
ャ
に
集
結
し
つ
つ
あ
る
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
を
先
制
攻
繋
す
る
た
め
に
、
エ

リ
ザ
ベ
ス
が
「
私
の
海
賊
」
と
命
名
し
た
サ
ー
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ド
レ
イ
ク
の
「
私
掌
捕
船
団
」
を
急
遅
派
遣
し
た
。
海
戦
の
場
合
、

ス
ペ
イ
ン
側
の
戦
術
は
幅
の
広
い
半
月
方
陣
を
作
っ
た
大
型
ガ
レ
オ
ン
船
に
よ
る
伝
統
的
な
体
当
た
り
方
式
で
あ
り
、
｜
方
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
側
は
、
射
程
の
長
い
軽
砲
を
装
備
し
た
機
動
性
の
あ
る
小
型
船
戦
術
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
七
月
末
の
緒
戦
段
階
か
ら
ス
ペ
イ
ン

軍
に
不
利
と
な
っ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
予
期
せ
ぬ
悪
天
候
が
重
な
り
、
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
北
へ
と
進
み
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
沖
で
嵐
に
翻
弄

さ
れ
、
そ
し
て
カ
レ
ー
港
で
、
ま
さ
に
「
ス
ペ
イ
ン
王
の
髭
を
焦
が
し
て
や
る
」
と
ド
レ
イ
ク
が
大
言
し
た
よ
う
に
、
火
船
の
攻
撃
を
受

け
た
た
め
に
、
統
率
と
士
気
を
失
い
ぼ
う
ぼ
う
の
態
で
ス
ペ
イ
ン
の
方
へ
進
路
を
取
っ
た
の
だ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
を
追
尾
す
る
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
海
軍
の
水
兵
は
、
「
ス
ペ
イ
ン
の
羽
毛
を
一
本
一
本
む
し
り
取
っ
て
い
っ
た
」
と
椰
楡
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
約
一
一
一
一
○
隻
の

う
ち
、
ス
ペ
イ
ン
に
帰
港
で
き
た
の
は
ほ
ぼ
一
一
一
の
二
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
「
余
は
、
敵
と
戦
う
た
め
に
大
艦
隊
を
派
遣
し
た
の
で
あ
っ
て
、

神
の
し
る
し
め
す
風
や
波
と
戦
う
た
め
で
は
な
い
」
と
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
は
悔
し
が
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
海
上
権
は
大
打

繋
を
受
け
、
そ
の
覇
権
が
大
き
く
揺
ら
い
だ
の
だ
っ
た
。
宿
敵
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
「
あ
の
あ
ば
ず
れ
女
」
と
罵
っ
た
と
こ
ろ
で
、
今
や
遅
し

で
あ
っ
た
。
他
方
、
こ
の
戦
争
前
に
ド
レ
イ
ク
の
「
私
索
捕
船
団
」
に
大
金
を
投
資
し
て
、
率
前
の
協
約
通
り
に
利
益
の
分
け
前
を
た
つ

で
あ
っ
た
。
他
方
、
こ
の
戦
争
前
に
ド
レ
イ
ク
の
「
私
余
捕
船
団
」
」

｝ 

ぶ
り
雄
得
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
笑
い
が
と
ま
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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を
待
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
不
燗
に
思
っ
た
の
か
、
彼
の
政
界
の
後
見
人
で
あ
る
バ
ー
リ
ー
卿
の
女
王
へ
の
た
っ
て

の
進
言
で
す
ら
完
全
に
無
視
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
さ
す
が
絶
対
王
政
の
も
と
で
君
臨
す
る
国
王
、
と
い
う
べ
き
か
。
一
五
九
○
年
四
月
、

極
貧
の
真
只
中
で
死
ん
だ
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
に
残
さ
れ
た
も
の
は
、
膨
大
な
負
債
で
あ
っ
た
。
死
因
は
睾
丸
腫
瘍
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
彼
の
葬
儀
は
、
債
権
者
た
ち
に
は
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
と
執
り
行
わ
れ
た
。
娘
の
レ
デ
ィ
・
シ
ド
ニ
ー
も
、
血
は
争
え

な
い
の
だ
ろ
う
か
、
夫
の
サ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ド
ニ
ー
と
と
も
に
父
の
遺
志
を
継
い
で
、
ス
パ
イ
活
動
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

実
は
、
彼
の
娘
婿
の
途
方
も
な
い
借
金
の
肩
代
わ
り
を
し
た
た
め
に
、
破
産
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
の
死
去
は
、
直
ち
に
ス
ペ
イ
ン
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
フ
ェ
リ
ペ
一
一
世
の
後
を
継
い
だ
長
男
の
フ
ェ
リ
ペ
三
世
は
、

「
こ
れ
は
、
い
い
知
ら
せ
で
あ
る
。
本
当
に
喜
ば
し
い
！
」
と
叫
ん
だ
と
い
う
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
に
「
女
王
は
余
り
に
も
運
命
を
当
て
に
な
さ
れ
る
。
も
っ
と
全
能
な
る
神
を
頼
ら
れ
る
と
よ
い
」
と
進
言
し
つ
つ
、
冷
静

沈
着
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
政
敵
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
倒
し
、
常
に
聖
職
者
の
よ
う
に
黒
衣
を
ま
と
い
、
時
に
得
意
の
二
枚
舌
や
桐
喝
的
な
言
辞
を

操
っ
て
い
た
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
は
暗
い
謎
に
満
ち
、
危
険
と
策
略
に
長
け
た
闇
の
人
間
、
と
同
時
代
の
人
に
み
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

ま
さ
に
情
報
機
関
の
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
う
っ
て
つ
け
の
人
間
だ
っ
た
。
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